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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 93,633 △21.7 23,275 △12.0 22,819 △11.9 14,758 △23.3 

28年３月期第２四半期 119,620 7.8 26,446 △7.7 25,896 △8.3 19,248 6.5 
 
（注）包括利益 29年３月期第２四半期 14,082 百万円 （△28.6％）   28年３月期第２四半期 19,711 百万円 （8.1％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第２四半期 149.88 149.71 

28年３月期第２四半期 213.80 213.42 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年３月期第２四半期 444,184 209,045 47.1 2,122.31 

28年３月期 450,715 198,873 44.1 2,019.56 
 
（参考）自己資本 29年３月期第２四半期 209,017 百万円   28年３月期 198,841 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年３月期 － 40.00 － 40.00 80.00 

29年３月期 － 40.00       

29年３月期（予想）     － 40.00 80.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 205,200 △4.5 39,000 0.1 37,700 0.7 30,000 6.6 304.70 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

（注）詳細は、添付資料３頁「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 (２) 四半期連結財務諸表の作成に

特有の会計処理の適用」をご覧下さい。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期２Ｑ 99,809,060 株 28年３月期 99,809,060 株 

②  期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 1,323,337 株 28年３月期 1,351,011 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 98,469,094 株 28年３月期２Ｑ 90,028,848 株 

 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外でありますが、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に

あたっての注意事項等については、添付資料３頁「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想な

どの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 

２．当社は、平成28年11月11日（金）に証券アナリスト・機関投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で

配布する決算説明資料については、当四半期決算短信開示後速やかに当社ホームページに掲載します。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善により緩やかな回復傾向が継続してい

るものの、英国のＥＵ離脱問題や海外経済の減速懸念により金融市場が不安定に推移しており、先行きにつきまして

は消費者マインドの低下が懸念されるなど不透明な状況となっております。

遊技機業界におきましては、より多くの方が遊技しやすい環境の整備を目的として、業界団体を中心に射幸性を抑

制した新基準機への移行が行われております。業界14団体で構成するパチンコ・パチスロ産業21世紀会が本年６月に

公表した「遊技業界における健全化推進に関する声明」に基づき、「検定機と性能が異なる可能性のあるぱちんこ遊

技機」を本年12月末までに市場から回収・撤去することから、第３四半期には競合各社より遊技機が集中的に発売さ

れることが予想されているため、パチンコホールは遊技機を慎重に選別し購入する姿勢を強めており、新台需要は低

調に推移しました。

ゴルフ業界におきましては、４月の「平成28年熊本地震」の発生に加え、８～９月には複数の台風が上陸するなど

天候不順の影響によりゴルフプレー需要は低調に推移しました。

このような環境下、遊技機事業におきましては「新規性・差別化を追求した機種の創出」及び「収益力の強化」

を、ゴルフ事業におきましては「運営体制の強化」、「会員募集の促進」及び「Ｍ＆Ａ、運営受託の推進」を基本方

針とし、各施策を推進いたしました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高93,633百万円（前年同期比21.7％減）、営業利益

23,275百万円（前年同期比12.0％減）、経常利益22,819百万円（前年同期比11.9％減）、親会社株主に帰属する四半

期純利益14,758百万円（前年同期比23.3％減）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較について

は、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

（遊技機事業）

遊技機事業におきましては、パチンコ機は、女子高生による戦車バトルをパチンコ機特有のデバイスと演出で表現

した「ガールズ＆パンツァー」及びシリーズ２機種目となる人気漫画が原作の「烈火の炎２」等を発売し、販売台数

は70千台（前年同期比103千台減）となりました。パチスロ機は、パトランプを搭載した南国シリーズの最新作「南

国物語」及び当社の人気パチンコ機で好評を博した演出をパチスロ機で表現した「ルパン三世 消されたルパン」等

を発売し、販売台数は63千台（前年同期比32千台増）となりました。

以上の結果、売上高52,243百万円（前年同期比32.9％減）、営業利益17,754百万円（前年同期比12.1％減）となり

ました。

（ゴルフ事業）

ゴルフ事業におきましては、天候不順等の影響を受け来場者数は予想を下回ったものの、前期に取得したゴルフ場

の寄与もあり、前年同期比で来場者数は増加、顧客単価は微増となりました。しかしながら、会員募集が好調に推移

した前期には及ばなかったこと、及び当期からゴルフ事業セグメントに計上しているサービスエリア事業において、

４月より運営事業所数が３カ所から１カ所に減ったことを主な要因として、ゴルフ事業の売上高は前年同期から減少

いたしました。営業利益につきましては、原油価格の低迷による水道光熱費の減少や集客費用の見直しが業績に一定

の寄与をしましたが、売上高の減少をカバーするには至らず前年同期比で減少する結果となりました。

以上の結果、売上高41,390百万円（前年同期比1.0％減）、営業利益7,449百万円（前年同期比6.8％減）となりま

した。
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（２）財政状態に関する説明 

（資産の部）

総資産は、前連結会計年度末に比べ6,531百万円減少し、444,184百万円となりました。有価証券が6,570百万

円、原材料及び貯蔵品が3,980百万円、商品及び製品が3,004百万円、投資有価証券が2,216百万円増加する一方、

現金及び預金が13,857百万円、流動資産のその他が5,484百万円、土地が2,321百万円、受取手形及び売掛金が

1,411百万円減少しております。 

（負債の部） 

負債は、前連結会計年度末に比べ16,703百万円減少し、235,139百万円となりました。支払手形及び買掛金が

6,117百万円、短期借入金が2,000百万円増加する一方、１年内償還予定の社債が8,000百万円、流動負債のその他

が7,500百万円、１年内返済予定の長期借入金が4,690百万円、長期借入金が4,157百万円減少しております。 

（純資産の部）

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の組み入れにより利益剰余金が14,758百万円増加する一方、剰余

金の配当により利益剰余金が3,938百万円減少、また、その他有価証券評価差額金が764百万円減少したこと等によ

り、前連結会計年度末より10,172百万円増加し、209,045百万円となりました。 

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の44.1％から47.1％となっております。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期の連結業績予想につきましては、平成28年５月11日に公表した連結業績予想から変更はありませ 

ん。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

当社及び一部の連結子会社の税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて

計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。 

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 95,101 81,244 

受取手形及び売掛金 16,076 14,664 

電子記録債権 1,628 1,957 

有価証券 11,401 17,971 

商品及び製品 5,066 8,070 

原材料及び貯蔵品 5,597 9,577 

その他 16,672 11,188 

貸倒引当金 △529 △619 

流動資産合計 151,013 144,053 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 58,785 57,940 

土地 195,715 193,393 

その他（純額） 17,430 18,705 

有形固定資産合計 271,931 270,039 

無形固定資産 6,363 6,086 

投資その他の資産    

投資有価証券 10,526 12,743 

その他 11,427 11,803 

貸倒引当金 △546 △541 

投資その他の資産合計 21,407 24,004 

固定資産合計 299,701 300,130 

資産合計 450,715 444,184 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 20,183 26,301 

短期借入金 － 2,000 

1年内返済予定の長期借入金 48,488 43,797 

1年内償還予定の社債 8,000 － 

未払法人税等 3,975 5,605 

引当金 3,684 2,314 

その他 18,870 11,370 

流動負債合計 103,202 91,388 

固定負債    

長期借入金 85,447 81,290 

退職給付に係る負債 4,264 4,261 

その他 58,927 58,198 

固定負債合計 148,639 143,750 

負債合計 251,842 235,139 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 16,755 16,755 

資本剰余金 54,842 54,846 

利益剰余金 128,087 138,907 

自己株式 △1,512 △1,484 

株主資本合計 198,172 209,024 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,250 486 

退職給付に係る調整累計額 △582 △493 

その他の包括利益累計額合計 668 △6 

新株予約権 31 27 

非支配株主持分 0 0 

純資産合計 198,873 209,045 

負債純資産合計 450,715 444,184 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 119,620 93,633 

売上原価 75,600 52,515 

売上総利益 44,020 41,118 

販売費及び一般管理費 17,573 17,843 

営業利益 26,446 23,275 

営業外収益    

受取利息 134 51 

受取配当金 26 26 

有価証券償還益 308 454 

売電収入 92 90 

その他 243 240 

営業外収益合計 804 862 

営業外費用    

支払利息 600 498 

支払手数料 322 5 

災害損失引当金繰入額 － 382 

その他 432 431 

営業外費用合計 1,354 1,318 

経常利益 25,896 22,819 

特別利益    

新株予約権戻入益 0 － 

特別利益合計 0 － 

特別損失    

固定資産売却損 － 8 

減損損失 － 518 

関係会社株式売却損 282 － 

その他 － 8 

特別損失合計 282 535 

税金等調整前四半期純利益 25,614 22,283 

法人税等 5,783 7,524 

四半期純利益 19,831 14,758 

（内訳）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 19,248 14,758 

非支配株主に帰属する四半期純利益 583 0 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △169 △764 

退職給付に係る調整額 50 88 

その他の包括利益合計 △119 △675 

四半期包括利益 19,711 14,082 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 19,128 14,082 

非支配株主に係る四半期包括利益 583 0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 

    報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円) 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益及び包 
括利益計算 
書計上額 
(注)２ 

  遊技機事業 ゴルフ事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 77,814 41,806 119,620 － 119,620 

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

－ 2 2 △2 － 

計 77,814 41,808 119,623 △2 119,620 

セグメント利益 20,207 7,994 28,202 △1,755 26,446 

（注）１. セグメント利益の調整額△1,755百万円には、セグメント間取引消去10百万円及び配賦不能営業費

用△1,765百万円が含まれております。配賦不能営業費用は、提出会社の管理部門に係る費用でありま

す。

２. セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日） 

 １. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円) 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益及び包 
括利益計算 
書計上額 
(注)２ 

  遊技機事業 ゴルフ事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 52,243 41,390 93,633 － 93,633 

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

－ 5 5 △5 － 

計 52,243 41,395 93,638 △5 93,633 

セグメント利益 17,754 7,449 25,203 △1,928 23,275 

（注）１. セグメント利益の調整額△1,928百万円には、セグメント間取引消去５百万円及び配賦不能営業費

用△1,934百万円が含まれております。配賦不能営業費用は、提出会社の管理部門に係る費用でありま

す。

２. セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

 ２. 報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、管理区分を見直した結果、「その他」に含まれていた情報配信サービス事

業を報告セグメント「遊技機事業」に集約し、「その他」に含まれていたサービスエリア内のレストラン及

び売店の運営事業を報告セグメント「ゴルフ事業」に集約して表示する方法に変更しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の区分表示により作成したものを開示して

おります。

 

 ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

各報告セグメントに配分していない全社資産において、遊休資産に区分される土地の減損損失を特別損失

として計上しております。

なお、減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては518百万円であります。
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